平成１５年度　２級管工事　学科試験問題

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは学科試験問題です。表紙とも10枚50問題あります。
　2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.6までの6問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　4 ．問題No.7からNo.23までの17問題は選択問題です。

　　　９問題を選択して、解答してください。
　5 ．問題No.24からNo.40までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　6 ．問題No.41からNo.50までの10問題は選択問題です。

　　　８問題を選択して、解答してください。
　7 ．以上の結果、全部で40問題を解答することになります。
8 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHBの鉛筆又はシャープペンシル（HBの

　　　芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としま

　　　せん。
9 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正して

　　　ください。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　10．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
11．この試験問題は、試験終了時（12時30分）まで在席した方のうち、希望者に限り

　　　持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

　問題Ｎｏ．１からＮｏ．６までの６問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　室内環境に関する用語の組合せのうち、関係のないものはどれか。
　(1)　有効温度　…　ヤグローの線図
　(2)　不快指数　…　暖冷房デグリーデー
　(3)　湿り空気　…　h-x線図
　(4)　相対湿度　…　水蒸気の分圧
【Ｎｏ．　２】

　排水処理に関係する指標として、関係のないものはどれか。
　(1)　揮発性有機化合物濃度
　(2)　生物化学的酸素要求量
　(3)　浮遊物質量
　(4)　水素イオン濃度
【Ｎｏ．　３】

　流体に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ピトー管は、流速の測定に用いられる。
　(2)　ベンチュリ計は、流量の測定に用いられる。
　(3)　毛管現象は、表面張力によるものである。
　(4)　レイノルズ数が大きくなると、層流になる。
【Ｎｏ．　４】

　伝熱に関する記述のうち、適当なものはどれか。
　(1)　熱放射(ふく射)とは、壁とそれに接する流体の間で熱が移動する現象である。
　(2)　熱通過(熱貫流)とは、壁を隔てた二つの流体間で熱が移動する現象である。
　(3)　熱伝達(対流)とは、固体内の高温部から低温部へ熱エネルギーが伝わる現象で

　　　 ある。
　(4)　熱伝導とは、離れた二つの壁の表面温度の差により熱エネルギーが伝わる現象で

　　　 ある。
【Ｎｏ．　５】

　三相誘導電動機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　電動機を定格電圧で始動させたときの始動電流は、全負荷電流(定格電流)と同じ

　　　 である。
　(2)　屋内で使用する電動機には、一般に過負荷や欠相からの保護が必要である。
　(3)　小容量の送風機やポンプには、普通かご形電動機が広く用いられる。
　(4)　3本の結線のうち2本を入れ替えると、電動機の回転方向が変わる。
【Ｎｏ．　６】

　鉄筋コンクリートに関する用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。

　(1)　コンクリートの強度　…　水セメント比
　(2)　鉄筋のかぶり厚さ　　…　耐久性
　(3)　はり貫通の補強　　　…　スランプ
　(4)　型枠の存置期間　　　…　平均気温

　　選　択　問　題

問題Ｎｏ．７からＮｏ．２３までの１７問題のうちから

９問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．　７】

　空気調和の熱負荷に関する記述のうち、適当でないものはどれか。

　(1)　日射負荷は、顕熱のみである。
　(2)　照明器具による熱負荷は、顕熱のみである。
　(3)　人体による熱負荷は、潜熱のみである。
　(4)　隙間（すきま）風による熱負荷には、顕熱と潜熱がある。
【Ｎｏ．　８】

　空気調和方式に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　定風量単一ダクト方式は、同一系統に熱負荷特性の異なる室がある場合には適さ

　　　 ない。
　(2)　変風量単一ダクト方式では、空気調和機のファンの送風量を制御する。
　(3)　マルチパッケージ形空気調和機方式には、同一系統において冷房運転と暖房運転

　　　 の混在が可能なシステムがある。
　(4)　ファンコイルユニット・ダクト併用方式は、空気調和機からダクトで送られた

　　　 空気でペリメーターの負荷を処理する。
【Ｎｏ．　９】
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　全空気方式の暖房時における空気の状態変化を示す

湿り空気線図で点④→⑤のような加湿を行える機器の

名称として、適当なものはどれか。
　(1)　パン形加湿器
　(2)　水スプレー形加湿器
　(3)　遠心加湿器
　(4)　超音波加湿器
【Ｎｏ．１０】

　低温放射暖房を蒸気暖房と比較した場合に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　室内空気の温度むらにより、室内気流を生じやすいので、快適性の面で劣って

　　　 いる。
　(2)　放熱器や配管が室内に露出しないため、部屋の利用度が高く火傷などの危険性も

　　　 少ない。
　(3)　熱容量が大きく、予熱時間が長くなるので、発停が頻繁に起こる負荷の状態には

　　　 適さない。
　(4)　放熱器面積を広くして平均放射温度を上げて、室内空気温度を低くしても、同一

　　　 の暖房効果が得られるので、建物の熱損失を少なくできる。

【Ｎｏ．１１】

　パッケージ形空気調和機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　パッケージ形空気調和機による空気調和方式は、他の空気調和方式に比べて機械

　　　 室の面積が小さくなる。
　(2)　ヒートポンプ形は、外気温度が低いほど暖房能力が高くなる。
　(3)　凝縮器には、水冷式と空冷式がある。
　(4)　空冷式は、配管長が長くなると能力が低下する。
【Ｎｏ．１２】

　換気設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ボイラー室、発電機室などの燃焼機器を設置する室の換気には、第3種機械換気よ

　　　 り第2種機械換気が適している。
　(2)　自然換気では、給排気口の状態が同じであれば、冬期より夏期の方が換気効率が

　　　 よくなる。
　(3)　暖房の換気には、第1種機械換気が適している。
　(4)　湯沸室などの水蒸気を発生する室には、第3種機械換気が適している。
【Ｎｏ．１３】

　図に示す集合住宅の台所に通常設けられているレンジフードの最小有効換気量として、「建築基準法」上、正しいものはどれか。
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ただし、K:燃料の単位燃焼量当たりの理論廃ガス量

　　　　　　　(m3/(kW・h)またはm3/kg)

　　　　　Q:器具の燃料消費量(kWまたはkg/h)とする。
　(1)　 2KQ

　(2)　20KQ

　(3)　30KQ

　(4)　40KQ

【Ｎｏ．１４】

　排煙設備の構造に関する記述のうち、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。
　ただし、本設備は、「階及び全館避難安全検証法」および「特殊な構造」によらない

ものとする。
　(1)　排煙口および排煙ダクトは、鋼板などの不燃材料で作る。
　(2)　排煙機には、予備電源を設ける。
　(3)　排煙機は、排煙口の開放に伴い自動的に作動させる。
　(4)　排煙口には、煙感知器連動の自動開放装置を設ければ、手動開放装置を設けなく

　　　 てよい。
【Ｎｏ．１５】

　簡易専用水道に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「水道法」上に定められている数値の組合せとして、正しいものはどれか。
　簡易専用水道とは、水道事業の用に供する水道から供給を受ける水のみを水源とし、水槽の有効容量の合計が 　(A)　 m3を超えるものをいう。
　簡易専用水道の設置者は、水槽の清掃を1年以内ごとに 　(B)　 回、定期的に行うなど厚生労働省令で定める基準に従い、その水道を管理しなければならない。
　　　 (A)　　(B)

　(1)　10　…　1

　(2)　10　…　2

　(3)　20　…　1

　(4)　20　…　2

【Ｎｏ．１６】

　下水道の排水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　分流式の雨水管と汚水管が平行する場合、原則として汚水管を建物側とし、上下

　　　 に平行することを避け、交差する場合は汚水管を下にする。
　(2)　公共ますと汚水ますの落差が大きく、近接している場合は、ドロップますまたは

　　　 底部有孔ますを設ける。
　(3)　敷地雨水排水を目的としてＵ形側溝を使用する場合は、深さ15cm以上の泥ためを

　　　 設けた雨水ますで受けて排水する。
　(4)　合流式の雨水排水管を汚水管に接続する箇所のまずは、臭気の発散を防止するた

　　　 め、インバートますとする。
【Ｎｏ．１７】

　給水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　クロスコネクションとは、上水の給水・給湯系統とその他の系統が配管・装置に

　　　 より直接接続されることをいう。
　(2)　飲料用給水タンクの通気管およびオーバーフロー管の管端開口部には、防虫用

　　　 金網を設ける。
　(3)　洗面器の吐水口空間とは、付属の水栓の端とオーバーフロー口との垂直距離を

　　　 いう。
　(4)　逆サイホン作用とは、水受け容器中に吐き出された水や使用された水が、給水管

　　　 内に生じた負圧による吸引作用のため、給水管内に逆流することをいう。
【Ｎｏ．１８】

　給湯設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　中央式給湯に設ける膨張タンクには、開放式膨張タンクと密閉式膨張タンクが

　　　 ある。
　(2)　局所式給湯の給湯機器の能力は、それに接続する給湯器具の必要給湯量を基準と

　　　 して算定する。
　(3)　給湯の使用温度は、一般的に給茶用で90℃程度、洗面器用で40℃程度である。
　(4)　中央式給湯の循環用ポンプの揚程は、ポンプから最上階にある機器までの高さと

　　　 する。
【Ｎｏ．１９】

　排水設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　トラップの水封が破られる原因には、自己サイホン作用や毛管現象などがある。
　(2)　大便器の汚水管の最小管径は、75mmとする。
　(3)　間接排水を受ける水受け容器には、排水トラップを設けない。
　(4)　洗面器のPトラップの封水深の最小値は、50mmである。
【Ｎｏ．２０】

　排水設備の通気管に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　通気管の最小管径は、30mmとする。
　(2)　通気管のうち、器具のあふれ縁より上方にある横走りする部分には、勾配をつけ

　　　 ない。
　(3)　排水立て管の上部は、伸頂通気管としてその管径のまま延長し、大気に開放する

　　　 か、または配管内の空気が室内に漏れることを防止する装置を設ける。
　(4)　ループ通気管の管径は、その排水横枝管と通気立て管の管径のうち、いずれか

　　　 小さい方の1/2以上とする。
【Ｎｏ．２１】

　屋内消火栓設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　屋内消火栓設備には、非常電源を附置する。
　(2)　屋内消火栓用ポンプには、吐出側に圧力計、吸込側に連成計を設ける。
　(3)　加圧送水装置の始動を明示する表示灯は、赤色とし、屋内消火栓箱の内部または

　　　 直近の箇所に設ける。
　(4)　加圧送水装置は、屋内消火栓箱の内部またはその直近の箇所に設けられた操作部

　　　 から遠隔操作によって停止できるようにする。
【Ｎｏ．２２】

　液化石油ガス設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　供給方式には、ボンベ供給方式と導管供給方式がある。
　(2)　内容積が20L以上の充てん容器は、原則として屋内に置かなければならない。
　(3)　ガスは空気よりも重いので、天井高の1/2より低い位置に換気口を設けなけれはな

　　　 らない。
　(4)　充てん容器は、常に温度40℃以下に保たなければならない。
【Ｎｏ．２３】

　分離接触ばっ気方式浄化槽(5人～30人)のフローシート中、 　　　 内に当てはまる槽の名称の組合せとして、正しいものはどれか。
[image: image3.png]=

A

=

B

—

T

i

I

FIBES I

LB %R





　　　　　(A)　　　　　　　　(B)　　　　　　　(C)

　(1)　沈殿分離槽　　…　接触ばっ気槽　…　沈殿槽
　(2)　接触ばっ気槽　…　沈殿分離槽　　…　沈殿槽
　(3)　沈殿分離槽　　…　沈殿槽　　　　…　接触ばっ気槽
　(4)　沈殿槽　　　　…　接触ばっ気槽　…　沈殿分離槽
　　必　須　問　題

問題Ｎｏ．２４からＮｏ．４０までの１７問題は必須問題です。

全問題を解答してください。

【Ｎｏ．２４】

　うず巻ポンプに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　実用範囲における揚程は、吐出量の増大に伴い低くなる。
　(2)　うず巻室で速度水頭を圧力水頭に変換する構造になっている。
　(3)　水温が高くなると、ポンプの吸い上げ能力は大きくなる。
　(4)　吸込み管は、できるだけ短くし、空気だまりのないようにポンプに向って上り

　　　 勾配とする。
【Ｎｏ．２５】

　衛生器具の種類とその特徴に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　管トラップは、S字形、P字形などの形状に曲げたもので、P字形は自己サイホン

　　　 作用が起きやすく水封に破れやすい。
　(2)　阻集器は、排水管または下水管に流入させると有害な物質を阻集するもので、

　　　 トラップの機能を有するものが多い。
　(3)　混合水栓は、浴室内水栓、洗面器、台所用水栓などに使用するもので、湯水を適

　　　 温に混合する機能を有し、自動温度コントロール式のものと手動式のものがある。
　(4)　バキュームブレーカーには、大気圧式と圧力式があり、大便器には大気圧式が

　　　 使用される。
【Ｎｏ．２６】

　配管に関する記述のうち、適当でないものはどれか。

　(1)　ステンレス鋼管は、耐食性および耐熱性に優れている。
　(2)　銅管は、肉厚によりK、LおよびMタイプに分類される。
　(3)　排水用鋳鉄管には、メカニカル接合が用いられる。
　(4)　硬質塩化ビニル管は、金属管よりも熱による伸縮が小さい。
【Ｎｏ．２７】

　ダクトおよびダクト付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　格子形吹出口の羽根が、可動のものをユニバーサル形吹出口という。
　(2)　長方形ダクトは、同一断面積でアスペクト比を変えても、摩擦損失抵抗は変わら

　　　 ない。

　(3)　スパイラルダクトは、帯状の鋼板を螺旋状に甲はぜ機械掛けしたものである。
　(4)　ノズル形吹出口は、到達距離を大きくとれる。
【Ｎｏ．２８】

　設計図書に記載される機器とその仕様の組合せのうち、関係のないものはどれか。

　　　　　(機器) 　　　　　　　　(仕様)

　(1)　ポンプ　　　　　　　…　揚程
　(2)　全熱交換器　　　　　…　風量
　(3)　送風機　　　　　　　…　初期抵抗
　(4)　直だき吸収冷温水機　…　冷水出口温度
【Ｎｏ．２９】

　施工図、製作図に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　施工図は、設計図書に表現されたものを、コストダウンの目的で、施工者が変更

　　　 して作成する図面である。
　(2)　施工図を作成する際は、建築構造図、電気工事関係図なども参考にする。
　(3)　製作図は、機器類のほか、ダンパー類にも必要とされる。
　(4)　製作図は、機器類が設計図書に適合したものであることを示すため、製造者など

　　　 が作成する図面である。
【Ｎｏ．３０】

　工程表に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　予定進度曲線は、一般的にS字形の曲線となり、作業のピークがわかりやすい。
　(2)　バーチャートは、ガントチャートより必要な作業日数がわかりやすい。
　(3)　バーチャートは、ネットワークより遅れに対する対策が立てやすい。
　(4)　ネットワークは、ガントチャートより他工事との関係がわかりやすい。
【Ｎｏ．３１】

　次の試験・検査のうち、抜取検査を行うものとして、適当なものはどれか。

　(1)　防火区画貫通箇所の穴埋め検査
　(2)　給水配管の水圧試験
　(3)　冷凍機の関連機器とのインターロック試験
　(4)　給水栓から吐出した水の残留塩素濃度試験
【Ｎｏ．３２】

　工事現場の安全管理に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上、適当でないものはどれか。
　(1)　火災または爆発の危険がある場所には、火気の使用を禁止する旨の表示をした。
　(2)　作業主任者を選任し、その者の氏名および行わせる事項を作業場の見やすい場所

　　　 に掲示した。
　(3)　ねじ切り加工機の作業は、手が巻き込まれるおそれがあるので、手袋を使用させ

　　　 た。
　(4)　作業のため物体が飛来するおそれがあるので、飛来防止の設備を設け、保護具を

　　　 使用させた。
【Ｎｏ．３３】

　「労働安全衛生法」上に定められている特別教育を受けるだけでは就業できない業務はどれか。
　(1)　ゴンドラの操作の業務
　(2)　つり上げ荷重が5トン未満のクレーンの玉掛けの業務
　(3)　建設用リフトの運転の業務
　(4)　つり上げ荷重が5トン未満のクレーンの運転の業務
【Ｎｏ．３４】

　FRP製浄化槽の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　槽を埋設するための掘削で深く掘りすぎたので、高さの調節は、捨てコンクリー

　　　 トで行った。
　(2)　槽本体周囲の埋戻しは、水張り試験後、水を抜いてから行った。
　(3)　槽本体の周囲を埋め戻すときには、石やコンクリート塊などが混入しないように

　　　 した。
　(4)　地下水位が高い場所で1よ浮上防止のために浮止防止金具などで固定した。
【Ｎｏ．３５】

　排水用水中ポンプの施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。

　(1)　ポンプの据付け位置は、排水流入口の真下付近とした。
　(2)　運転水位は、ポンプの始動最低水位を確認してから決めた。
　(3)　排水槽の底は、ポンプを据え付けるピットに向って下がり勾配とした。
　(4)　ポンプ吐出管に取り付ける仕切弁は、排水槽外に設置した。
【Ｎｏ．３６】

　給水配管の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　配管内の水圧が高い配管には、ウォーターハンマーを防止するための措置を講

　　　 ずる。
　(2)　埋設配管の水圧試験は、配管の埋め戻しを確実に行った後に実施する。
　(3)　横走り配管から枝管を取り出す場合は、原則として横走り配管の上部から取り出

　　　 す。
　(4)　上水配管は井水配管と接続してはならない。
【Ｎｏ．３７】

　排水管・通気管の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　排水横枝管から取り出した通気管は、その排水系統の衛生器具のあふれ縁よりも

　　　 低い位置では、通気主管に接続しない。
　(2)　排水の流れ方向が変化する箇所には、他の排水管を接続しない。
　(3)　排水横枝管を合流させる場合には、流れに対し鋭角かつ鉛直に近い方向から合流

　　　 させる。
　(4)　汚水タンクの通気管には、他の一般の通気管を接続しない。
【Ｎｏ．３８】

　ダクトの施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　スパイラルダクトの接続は、差し込み継手または接合用フランジを用いて行う。
　(2)　長方形ダクトの板厚は、一般にその長辺の長さにより決定する。
　(3)　風量測定口を設ける場合には、送風機の吐出口直後に設ける。
　(4)　長方形ダクトの補強には、補強リブ、形鋼、タイロッドなどの方法がある。
【Ｎｏ．３９】

　配管の保温工事に関する記述のうち、適当でないものはどれか。

　(1)　保温筒は、一般に配管に植え付けた鋲を使用して取り付ける。
　(2)　垂直配管のテープ巻き仕上げは、下部より上部へ向って行う。
　(3)　ローラーで支持する場合は、ローラー前後の保温材の下部を切り取って支持する。
　(4)　配管の保温・保冷の施工は、一般に水圧試験の後で行う。
【Ｎｏ．４０】

機器・配管とその試験方法の組合せのうち、適当でないものはどれか。
　　(機器・配管の名称) 　(試験方法)

　(1)　受水槽　　　　…　満水試験
　(2)　油配管　　　　…　空気圧試験
　(3)　排水配管　　　…　満水試験
　(4)　冷媒配管　　　…　水圧試験
　　選　択　問　題

問題Ｎｏ．４１からＮｏ．５０までの１０問題のうちから

８問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．４１】

　移動はしごおよび脚立に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上、適当でないものはどれか。
　(1)　移動はしごには、すべり止め装置を取り付けて作業を行った。
　(2)　移動はしごは、幅が30cmのものを用いて作業を行った。
　(3)　脚立は、脚と水平面との角度を75度に保つための金具で固定して作業を行った。
　(4)　つり足場の上で、脚立を用いて作業を行った。
【Ｎｏ．４２】

　労働者の休日に関する文中、 　　　 内に当てはまる「労働基準法」上に定められている数値の組合せとして、正しいものはどれか。
　使用者は、労働者に対して、毎週少なくとも 　(A)　 回の休日を与えなければならない。ただし、4週間を通じ 　(B)　 日以上の休日を与える使用者についてはこの限りではない。
　　　(A)　　(B)

　(1)　1　…　4

　(2)　2　…　4

　(3)　1　…　6

　(4)　2　…　8

【Ｎｏ．４３】

　建築の用語に関する記述のうち、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。
　(1)　地下街の店舗は、建築物である。
　(2)　最下階の床は、主要構造部である。
　(3)　煙突は、建築設備である。
　(4)　映画館の客室は、居室である。
【Ｎｏ．４４】

　次の建築材料のうち、「建築基準法」上、不燃材料でないものはどれか。
　(1)　コンクリート
　(2)　アスファルト
　(3)　ガラス
　(4)　陶磁器質タイル
【Ｎｏ．４５】

建設業法の目的に関する文中、 　　　 内に入る語句の組合せとして、「建設業法」上、正しいものはどれか。
　「この法律は、建設業を営む者の資質の向上、建設工事の請負契約の適正化等を図ることによって建設工事の適正な施工を確保し、 　(A)　 を保護するとともに、建設業の健全な発達を促進し、もって 　(B)　 に寄与することを目的とする。」
　　　　(A)　　　　　　 (B)

　(1)　発注者　…　公共の福祉の増進
　(2)　受注者　…　建設業者の保護、育成
　(3)　発注者　…　建設業者の保護、育成
　(4)　受注者　…　公共の福祉の増進
【Ｎｏ．４６】

　管工事業の許可に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「建設業法」上に定められている金額として、正しいものはどれか。
　工事1件の請負代金が 　　　 以上の管工事を請負おうとする場合は、営業所ごとに一定の資格を持つ専任の技術者を置き、管工事業の許可を受けなければならない。

　(1)　 100万円
　(2)　 300万円
　(3)　 500万円
　(4)　1000万円
【Ｎｏ．４７】

　屋内消火栓設備に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「消防法」上に定められている数値の組合せとして、正しいものはどれか。
　1号消火栓の加圧送水装置に用いるポンプの吐出量は、設置個数が最も多い階における設置個数(設置個数が2を超えるときは、2とする)に 　(A)　 L/minを乗じて得た量以上とする。
　また、水源の水量は、設置個数が最も多い階における設置個数(設置個数が2を超えるときは、2とする)に 　(B)　 m3を乗じて得た量以上とする。

　　　 (A)　　　(B)

　(1)　100　…　1.3

　(2)　100　…　2.6

　(3)　150　…　1.3

　(4)　150　…　2.6

【Ｎｏ．４８】

　次の機器のうち、「騒音規制法」上、特定施設の設置の届出を要しないものはどれか。
　ただし、各機器の電動機の定格出力は、すべて7.5kWとする。
　(1)　うず巻きポンプ
　(2)　浄化槽用空気圧縮機
　(3)　換気用送風機
　(4)　強制通風冷却塔
【Ｎｏ．４９】

　次の記述のうち、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」上、適当でないものはどれか。
　(1)　産業廃棄物管理票を交付して、産業廃棄物の運搬を産業廃棄物収集運搬業者に

　　　 委託した。
　(2)　建築物の解体工事に伴って生じた廃棄物のうち、コンクリートは、再資源化した。
　(3)　建築物の新築工事に伴って生じた廃棄物のうち、紙くずおよび木くずは一般廃棄

　　　 物として処理した。
　(4)　管工事業の許可しか受けていなかったので、解体工事業を営むために都道府県

　　　 知事に登録した。
【Ｎｏ．５０】

　浄化槽工事に関する記述のうち、「浄化槽法」上、適当でないものはどれか。
　(1)　工事現場が保健所を有する市にあったので、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽

　　　 への変更届けは、当該市の市長に届け出た。
　(2)　工事で生産され、型式の認定を受けた浄化槽を使用した。
　(3)　浄化槽設備士の資格を有する者が、浄化槽工事を自ら実地に監督した。
　(4)　浄化槽工事の完了後、直ちに指定検査機関の行う水質に関する検査を受けた。
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